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アサリ母貝場干潟造成効果評価事業 

 

清水康弘・国分秀樹・羽生和弘 

 

目的 

伊勢湾北部の四日市市楠町地先の吉崎海岸では，平成

25 年度から，アサリ母貝場としての機能を期待された干

潟の造成が進められている。 

本事業では，造成干潟およびその周辺域において，ア

サリの生息状況や生息環境等を調査し，造成干潟のアサ

リ母貝場としての機能について検証することを目的とす

る。 

 

方法 

１．アサリ生息状況 

平成 28 年 6，7，9，11 月，平成 29 年 1，3 月に吉崎海

岸の北緯 34 度 55 分 53.4 秒から北緯 34 度 55 分 12 秒の

間の 5 測線上に計 34 測点を設定して調査を実施した（図

1）。調査測点は測線上の水深（D.L.）0, -1, -2, -4, -6, 

-8 m を基本として設定し，造成干潟区域内（予定区域を

含む）に 12 測点，干潟周辺域に 22 測点を配置した。各

調査測点において軽量簡易グラブ型採泥器（採泥面積 

0.05 m2）を用いて面積 0.1 m2 分の泥を採取し，目合い 2

mm の篩上に残ったアサリ、その他二枚貝の個体数，殻

長，湿重量を計測した。 

２．生息環境 

干潟の水質状況を把握するため，干潟造成区域の北側

（北緯 34 度 55 分 47.1 秒，東経 136 度 38 分 87.4 秒）の

海底（D.L.-2ｍ）に係留式水質観測装置を設置し，6 月～

翌年 3 月にかけて水温，塩分，溶存酸素（DO），クロロ

フィル，濁度の連続観測を行った。また，前述の採泥し

た泥の一部（表層 0～2 cm，約 30 g 分）を底質分析試料

として採取し，粒度組成（中央粒径），強熱減量（ＩＬ），

酸揮発性硫化物（AVS），酸化還元電位（ORP）の分析

・測定を行った。 

３．網袋試験 

干潟の環境がアサリにとって適正な環境かどうかを判

断するため，平成 28 年 6 月にアサリが入った網袋を前述

の観測点付近の海底に設置した。 

網袋は，平成 27 年 5 月に砂利（大磯砂）を入れて干潟

に設置し，その後，袋内に天然アサリが着底・成長した

ものを，そのまま継続して使用した。 

設置以降は11月まで月1回程度の頻度で網袋を回収し，

アサリの個体数，殻長，肥満度（殻長 10 ㎜以上）の変化

を調査した。 

 

 

 

図 1 アサリ分布調査測点 

 

結果および考察 

１．アサリ生息状況の把握 

アサリ稚貝は造成干潟上の 12 測点において，6 月に 3 

測点で 1～2 個体／0.1 ㎡，7 月に 5 測点で 1～38 個体／

0.1 ㎡，9 月に 9 測点で 1～105 個体／0.1 ㎡が確認され，

平成 27 年（最高で 9 月に 9 個体／0.1 ㎡）と比べて増加

していた。 

しかし,11 月には 3 測点で 1～42 個体，1 月にはアサ 

リ稚貝の生息は確認できなくなり,平成 27 年（干潟上の

8 測点で 11 月，1 月とも確認できず）と同様，母貝とな

るアサリは，冬季にほとんど消滅していると考えられた。 

 造成干潟周辺の測点（22 測点）においては，最高で 7 

月に 534 個体／0.1 ㎡が確認され，平成 27 年（最高で 9

月に 140 個体／0.1 ㎡）と比較して増加が認められた。  

しかし，1 月においては，2 測点において 1 個体／0.1

㎡，12 個体／0.1 ㎡が認められるのみとなり，干潟上の

測点と同様，母貝となるアサリは，冬季にかなり減少し

ていると考えられた。 

２．アサリ生息環境 

連続観測結果から，水温（℃）は 8.2（2 月下旬）～31.6 

（8 月下旬）の範囲で推移し，塩分は 6 月下旬に 11psu，

8 月上旬に 6psu 程度にまで低下していた。  

また，DO は 9 月上旬に数日間にわたって 1 ㎎／Ｌ以下

に低下していた。 

アサリ稚貝・成貝の生息に適している水質環境として，




